
地域農業の担い手として小豆島初の集落営農法人を設立

経営概要

農事組合法人小豆島
◆代表者・所在地
古川安則 香川県小豆郡小豆島町

◆設立
令和３年６月

◆経営規模
水稲2.0ha、ソラマメ0.2ha、長命草0.2ha、作業受託0.5ha

◆従業員数
組合員17名

◆事業内容
共同機械の利用、作業受託、農産物（米、ソラマメ等）の生
産・販売に取り組む。

法人化

創立総会の様子

相談内容２

昭和58年度に設立した集落営農組織「東條地域農業

集団」は、地域農業の担い手としての農業生産のほか、

収穫祭の開催、農業交流施設の開設など地域の賑わい

づくりに多大な役割を果たしてきた。

しかし、組合員の高齢化や農業機械の更新など、組織

活動の継続性に不安があり、今後の組織のあり方につい

て検討する必要が高まってきたことから、農業経営・就農

支援センターのサテライト窓口である普及指導センターに相

談した。

支援内容3

■支援チームによる支援計画の策定

現地での座談会にて「法人化したい」との意見が出され、

現行の任意組織と新法人との役割分担や事業内容の検

討に加え、法人化に必要な定款作成や法人会計などで

専門家及び関係機関の支援が必要であることから、経営

戦略会議において支援チームを編成し、法人設立に向け

た支援計画を策定した。

支援チーム構成員：

税理士、農地中間管理機構職員、県農業会議職員、

普及指導員、ＪＡ職員

地元での検討を経て、令和元年にこれまで任意組織とし

て行ってきた活動（次世代への農業継承、人と環境に

やさしい安全・安心な米づくり、遊休農地の解消、地域住

民との交流など）を継続しつつ、地域農業を支える担い

手を継続的に確保・育成し、組織を発展などさせるために

はどうすればよいかを相談したい。

現状と相談までの経緯１

■専門家派遣を通じた助言の実施

普及指導員が、支援計画に基づいた支援内容及び法

人化に向けたスケジュールの調整を専門家等と行った。また、

地域で組織された「法人化検討委員会」への専門家派遣

を要請し、現地にて法人設立に向けた助言を行った。

・法人形態・税務会計の助言（税理士）
株式会社と農事組合法人の相違点、事例の提示及び

従事分量配当や作業委託費の考え方などの税務会計を

中心に助言を行った。

・法人設立に対する助言（県農業会議職員）
農事組合法人制度の概要（定款の内容など）や、法

人設立に向けた手続きなどを中心に助言を行った。

・事業計画に関する助言（普及指導員）
周辺地域の遊休農地解消等、地域農業の担い手とし

ての役割を担っていることを踏まえ、任意組織と新規設立

法人の役割明確化、経営安定に向けての取組等を助言

を行った。

「法人化検討委員会」での支援チームによる支援
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次世代の香川県農業を担う農業者を育成・確保するための総合窓口として、農業関係機関・団体と連携を図りながら、

さまざまな支援を行っています。

(公財)香川県農地機構外観

組織概要

■相談窓口
【経営・就農相談】
住 所：香川県高松市仏生山町甲263番地１
住 所：（公財）香川県農地機構
電話番号：０８７－８１６－３９５５
受付時間：月曜日～金曜日（年末年始・祝日を除く）
住 所：９：00～12：00 13：00～17：00

支援を受けた後の経営状況４

■支援を受けて・・・
令和３年６月に地域内での作業受託や耕作放棄地の

解消、若手オペレーターの育成を目標とする法人「農事組

合法人小豆島」を設立した。地域の新たな担い手として、

水稲生産のほか、地元企業から要請のある地域特産作

物の生産にもチャレンジしている。

なお、既存の任意組織では、引き続き、非農家も組合

員として、地域の賑わい創出を中心とした活動を行っている。

喜びの声

東條地域農業集団では高齢化などで、水田が荒廃地

となる可能性が発生し、担い手も不足していましたが、セン

ターの支援チームや専門家の協力により地域の担い手とし

ての法人を立ち上げることができました。

まだ法人経営に苦戦していますが、新人の採用、女性の

参画、スマート農業、全員参画等に取り組み、専門家など

の支援を受けつつ、早く経営を軌道に乗せていきたいです。

「将来は東條地域農業集団全体が法人となり、全員が

一体となって協力し合い、地域の農地を守っていきたい。」

という思いで、組合員全員が協力して頑張っていきます。

地域の将来を考えた代表者のリーダーシップが十分に発

揮されたことで法人設立が実現しました。

初年度の事業実績を踏まえ、今後は法人経営の発展に

向けて効率的な農地利用や安定生産、計画的な農業機

械の導入を進めつつ、経営分析による経営改善を図る必

要があるため、引き続き、専門家や関係機関によるサポー

トを行っていきたいです。

専属スタッフ所感

ソラマメ収穫後の共同作業

■今後の経営展開
地域農業を支える担い手として、水稲生産を中心に経

営の安定化を図るとともに、スマート農業の導入や醬油な

ど地元の加工業者と連携した地域特産作物の導入などに

も計画的に取り組むとともに、今後も各分野の専門家の

支援を受けつつ、地域の中心的な担い手として経営発展

を目指したい。

＜支援機関＞香川県新規就農・農業経営相談センター


	スライド 75
	スライド 76

